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カフカの「城jに関する試論
xxvr.多様な主題をめぐる覚書
Versuch uber Franz Kafkas Schloss 
XXVI. N otiz um viele Themen 
新潟生命歯学部芳野 昇
Noboru YOSHINO 
The Nippon Dental University， Hamaura-cho 1-8， 
Niigata 951-8580， JAPAN 
(2006年 1月 17日受理)
Resumee 
ln Kafkas Schloss gibt es viele bunte Themen das Dokument von K's vergeblichen 
Muhe und seinem Zusammenbruch， die Gemeinschaftsvision， ein Labyrinth zwisch巴ndem 
Bild und dem Image， die 8edeutung oder das Symbol des Schlosses， die Antinomie zwischen 
der Enttauschung und der Hoffnung， der Anspruch auf das frei zu lebende Recht， das 
Schicksal des Ostjuden， die 8eschreibung der Selbstref1exion und der Selbsterforschung， das 
Noch-Nicht 8ewustsein des Menschen， der Nachkomme des Picaresqueromans， und der An-
sturm gegen die Grenze， usw. So viel wie moglich， kδnnten wir die Themen aus dem Schloss 
extrahieren， zwar ware jedes Th巴mateils eigentumlich und individuell， aber es ware auch 
teils variabel， total und universal. 
Schlusselindexworter: Th巴ma，Scheitern， Antinomie， Recht， Ambivalenz， Juden， Schicksal， 
Grenze 
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異邦人 Kは城が支配する閉ざされた東欧のー寒村へ当て
も無く，ただ再起の意志を秘めて一人敢然とやって来て，長
旅の疲れと一時の安堵感から村口の木賃宿で眠りこけている
と，不審者への早速の尋問に持前である日出嵯の機転で，測量
技師を名乗る羽目となった。五里霧中の状況で，不安と期待
の感情を抱きながらも，ひたすらに旺盛なる行動力と断固と
した信念とで，まるで最後に与えられたチャンスのごとく必
死に，この閉塞的な寒村に定住しようと，様々な努力を試み
る人間の物語。正しく作者 Kafkaの>最後の地上の限界へ
の突進<1)の記録に他ならない。およそ半年をかけたが，作
者 Kafkaの放棄によって中断され，またも未完の作品とな
ってしまった。何よりも常に幻滅と挫折とを体験しながら，
自己を奮い立たせて，絶えず、幻想、と希望をも抱きつづけて，
6泊 7日の短期の物語ながら， 25章 492頁から成る Kafka
最後にして最大の未完の大作となった。とりわけこの作品の
主題は作者 Kafkaの意図をはるかに超えて，まるで読者の
自由な裁量に委ねるごとく，開放され，多様を極められよう O
こうした開放的で，自由な Kafkaの作品理解は，また
Kafkaの意に反してか，至難にして，不可解な理解に陥るパ
ラドックスを見逃してはならなし )0
本稿では作品「城」の理解に可能な様々な主題とその主題
から派生される幾多のバリエーション(変相)をめぐって
覚書することとする O
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2.1.主人公 Kの徒労と挫折の記録一一ある冬の日の夕刻，
遥々と雪道を越えて城のある寒村に意を決して辿り着いた，
30歳余りの男の村での 6泊 7日の暗躍中断された物語。絶
えず果敢な気構えと投滑とも云える思惑とを持前に，闘う一
人の異邦人 (einFremder)の反意の徒労(vergebliche 
Muhe )，そして計らずも挫折(Zusammenbruch )の定めを
背負った未完のロマン。 1922年， 37歳の作者 Kafkaは自ら
が保養と執筆のためにボヘミアのシュビンデルミユーレに赴
いた日記2)と，その途上の海辺ならぬ，雪中の Kafkaの写
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真3)が残されている。もちろん Kafkaのその折の保養は徒労
とは云えずも，持病は快癒せず，最後の大作>城の物語<も
中断せざるをえなしつまりは挫折してしまったのである O
正しく徒労と挫折となる作品「城」の反意なる結末は，主人
公Kと作者 Kaflはとが共謀した主要な主題の lつに他なら
ない。
2.2.共同幻想 権力へ迎合と疎外の構図，あるいは支
配と服従と処罰の構造の物語。「城」執筆当時のヨーロッパ
の，とりわけ東欧，ボへミア地方の政治体制は 1867年~
1918年までのオーストリア二ハンガリー帝国の支配から，
ようやくチェコ・スロパキア共和国の独立の直後，いわゆる
反動と激動の渦中にあった。作中の寒村は Westwest伯爵の
所領で，支配する城はその権力の象徴，ゲ、ルマン系の権化，
村人は解放されない民族，スラブ系の住民，放浪者 Kはユ
夕、ヤ系，そして村八分に遇っている聖家族パルナパス一家も
またユダヤ系と云う，いかにもステロタイプ的な三重構造の
物語と解くには不可解で，複綜する展開がある。もはや城そ
のものは権威の喪失をさえ暗示しているのではないか，寡黙
でJ愚直な村人はすべて権力に迎合したり，服従しているだけ
であるまい。ひたすら背信と反逆への不穏な予感と暗躍も隠
蔽されていよう O 更に作者 Kafka自身は自らのユダヤ性に
ついてはあからさまに作品の題材にしていない。むしろ権威
は形骸化しつつり，理念は空虚化しつつあるにもかかわらず，
坪なく互いに共同幻想し合う位相こそが主題とも云えよう。
2.3.迷宮なる城と迷路からなる村の構造 筆者はすで
に作品「城」の城の形態とそのモデルをめぐる覚書4)をまと
めていて，形象と心象とが複綜する迷宮として城のイメージ
を総括している O 全編で描写されている 3つの形態は各々が
特異な変相を表象していて，その叙述は極められている。形
而上的観念，理念的側面を付帯させたり，逆に形市下的側面，
体験的現実を回顧したり，また両者が混在した様相を提供し
ている。そしてこの作品の自伝的要素を是認すれば，そのモ
デルとして可能な類型が少なくとも 5つ枚挙できょう。各々
が多少なりとも作者の構想を支えていたにちがいない。伺よ
りも Kafkaがそれらを全体として，新たに内在させ，昇華
させ，あるいは止揚して，いわゆる弁証法を駆使していると
も云えよう。この未完の長編小説の主要な主題の lつは城の
解釈にあるとすれば，正しく迷宮なる城に他ならない。そし
て主人公 Kが求めて止まないこの城への村からの道は幾通
りも存在するようであって，定まらず¥その上に肝心の村道
が迷路のごとく袋小路の様相を呈している。城と村のこの巧
妙なシメトリー，相乗のパラドックス，むしろ絶妙なパロデ
イーが仕掛けられでもいよう。 Kの必死ながら野暮な行動
はこうした城と村の構造に限定され，閉塞されているとも云
えよう。この作品「城jはこうした宿命的な空間に生きる大
方の村人，役人，村八分に遇う一家，そしてこの村に定住を
計る浮浪者，一時なりとも事もあろうにこの浮浪者と村から
の脱出を夢見る女給，登場人物各々の切実な願望や思惑の叙
述であり，あるいは執念の物語である。
2.4. この作品「城」の主題を考察する際に立体的かつ構
造的な視点と，更に作品全体のシンボルあるいは総論として
の域の論点がある。絶えず城と村との聞には意識的に，また
暗黙のうちにベクトルが作動していて，緊張関係，時には桔
抗関係を開示していながらも，一方では城それ自体は超然と
した，絶対的かっ超越的存在として作品全体に君臨し，支配
していることは明確で〉ある O この城は位相空間であると同時
に異次元空間を意義していて，不可視で，不可解，そして不
可避な超人的存在であり，異相をなしていて，拒絶性を絶対
的としながらも，可変性や中断性を発揮する孤高な存在に他
ならない。作者 Kafkaがこの作品の結末を密かに友人 Max
I3rodに，城からの>思寵<による Kの救済を暗示したと云
う。その真偽は定かではないが，少なくとも城の意義する神
性，精神性，宗教性，歴史性，民族性をも加わった全体性こ
そは否定できない。 2.2で指摘した権力や体制への共同幻想
とは非連続であり，異次元の超現実的総体が Iつの主題と数
えられよう。民族や宗派や言語といった相対的現実とは異相
の絶対的超現実の所在が問題となるからである O 人間が根源
的に宿命とする原罪という極限に対応する，正に名状し難い
権化，恩寵とも祈りとも，あるいは慈悲とも言い変えても言
い尽くせない存在，場合によっては人類が培え，育んできた
生命力，あるいは遺伝子の総体をも包括されよう O もはや作
者 Kafkaの意識や意図を超えて，妄想、に似た遠大な構想，
あるいは執念を作品「城jから読解できょう O
2.5.作者 Kafka晩年の恋愛と病苦，そして執筆意欲に起
因する反意と絶望，そして希望の二律背反の主題一一作品
「城jはFelice8auerとの二度に渉った婚約解消後の， 1919 
年以降の自伝的な作品だと云う評価は否定できない。父親と
の葛藤と病状の進行も加わって，数年間の虚脱感，疲労感，
挫折感に苛まれ自己嫌悪と失意の後に，新たな女性との恋愛
感情と療養休暇，そして新たな創作意欲に駆り立てられた再
起の大作である o Julie Wohryzekとの婚約， Milena Jesens-
kaとの恋愛， Julieとの婚約解消， Milenaとの別離は大方が
作品「城jのアマーリアとフリーダのモデルに化身している。
長編小説第一作のアメリカで失綜する KarlRossmann司次作
「審判」の JosefK.は不当に殺害される叙述，いずれも失院
者の運命の物語であり，最後の大作も類似の浮浪者 K，城
のある村での失綜者の物語の系譜に適しよう O 恋愛と葛藤，
病苦と療養，創作と中断の3つが絶えずセットとなって二律
背反して，相乗しながら反意と絶望と希望の原理を未完のう
ちに展開させている。失意と反意，意欲と執念，そして期待
と希望という類似して，重複した心境を作者も主人公も共有
していて，そのまま人生や作品へと連動させている O とりわ
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け晩年の作品，最後の長編小説「城Jはこうした心境を体験
的に叙述していて，自伝風に反映させてあり，未完ながら多
くが語り尽くされているとも云えよう O
2.6.自由に村で生活できる労働者としての権利を主張す
る人聞が主題となる。 Kは流浪の民ながら常に定住と定職
を希求し，それに努めてきたが，満足できず，幾多の試練を
耐え忍んで，新たな思いに駆り立てられながら，自己主張を
つづけ，あらゆる抵抗や疎外に敢然と挑戦してきた。この気
構えと信念は何よりも Kの持前の威力であり，執念である。
ただ現代社会の労働は少なくとも雇用主と労働者との諸条件
に基づく契約で果される。この村での Kの主張は一方的でト，
自分勝手で，非近代的状況での思惑にすぎない。あるいは
Kはあくまでも未来の，人間の労働及び生活の理想、の典型
を志向しいると云う可能性を加えてみると，疎外と自由とを
止揚して，本源的な人聞の生きる権利の主張が当然にも，こ
の作品の主要な主題の 1っと数えられよう。作者 Kafkaは
「労働者災害保険局Jに勤務して，労働者の責務や労働条件
と疾病との因果関係解明を本務としてきただけに，実際は労
働問題の専門家であった。作品「城jでの村の測量技師 K
の形姿は労動者の現実を十分に把握した上で，文学的に思案
され，個性的に，また典型的に形成された一人格に他ならな
い。極めて校滑にして，自己主張に富んだ現代的人物像であ
り，反面，大らかで，迂闘な楽天家の中世的人物像をも備え
ており，かつ大胆不敵な空想、を本分にもしている未来的人物
像を展開しているではないか。人間の存在の理想郷はあらゆ
る束縛から解放されて，本来は自由奔放に生きる権利がある，
と云うのか，それとも人聞は神の僕にして，原罪が宿命であ
り，ひたすら救済を願うのみ，とされるのか。作者 Kafka
はやはり Kの形姿にその両面の極限を止揚させたかったの
だろうか，その真相や是非は未だ測り知れない。
2.7 東欧ユダヤ人の運命一一主人公の浮浪者 Kは故郷を
離反して，むしろ喪失してか，失綜者の運命を背負った流浪
の民と見なせば，やはりボへミア地方のユダヤ人の運命をも
重層化させていよう O 作者 Kafkaは自己のユダヤ性に関し
ては少なくとも作品上では意外に直裁に語り尽くしてはいな
し意識的に寡黙であったと云えよう。自らの民族性を決ま
って自覚していて， JudentumはKafkaにとって過剰なほど
意識されていたにちがいないが，全体として，単なる民族意
識の地平を超えた，現代人のコスモポリタニズムを半ば未意
識のうちに志向していたとも云えよう。だが， Kの場合は
十分に東欧ユターヤ人の運命を担った人物として形姿されてい
る，と読解でき，作者 Kafkaと主人公 Kとの落差が込めら
れていて，巧妙なパラドックスが暗示されているとも理解で
きょう。更にパルナパス一家も K の到着以前からこの寒村
に定住する，土着のユダヤ人の運命として記述されてもいる，
と読解できょう。アマーリアの毅然とした孤高な形姿，姉オ
ルガや弟ノ¥'}レナパス，そして両親の屈辱的な形姿には反面，
過激なナショナリズムや民族的なアイデンティテイ←への自
覚や意識が込められていて， i城」執筆当時のボヘミアの政
治社会体制が正しく反映されている O
2.8. 自己探求と自己省察の記録 主人公 Kに代表され
る人間個人の，つまり現代人の自立願望と失綜願望，自由と
束縛，弧絶と疎外，あるいは連帯と拒絶，希望と挫折，楽観
と不安と云うアンビパレンツな心情の葛藤が主題となってい
て，現代人の世相，むしろ管理社会における現代人の病理と
も云うべき自分探しと引き寵もりの状況が展開されていると
指摘でき，拡大解釈できょう。もちろん一般的には文学こそ
正にこうしたアンビパレンツな精神の桔抗表現の典型であり，
その密度が最重視される言語芸術に他ならない。それ故に主
題として特別に枚挙する必要がないと思われようが， Kafka 
の人生と作品を熟慮、してみると，やはりこの最後の未完の長
編小説「城」の Kの自己探求と自己省察は余りに執助であ
り，異常なほどの執着がある。そして不条理のままに，京子余
曲折してその志向するベクトルがまるで永遠に定まらずに，
正しく永遠の測量技師を自らの運命としてd陣らないo K乱fka
には人生と作品こそが究極のアンビパレンツに他ならなかっ
たにちがいない。すなわち作者 Kafkaと主人公 Kの自己探
求と自己省察のアンビパレンツがこの「城」に極限されてい
ると云えよう O 人生の自立をめざす孤高なる Kafkaと飽く
までも自己主張をつづける孤独な Kの実存が重ね合って語
り尽くされているとも云えよう。
2.9.反意あるいは未意識の主題 Kafkaの様々な作品
の中で展開されている主張，信念，疑念，想念，思惑，そし
て希望はもちろん作者の，少なくとも登場人物の大方の真意
を叙述していることは自明な事であるが，その反面には常に
Kafka一流のパラドックスやイロニーが駆使されていて，作
者の意図は隠蔽されていて，不可解であり，不可視な展開と
なり，時に作者とは反意の主題，あるいは作者が未だ意識さ
れえない次元の主題が秘められている。このことはやはり
Kafka自身が未だ意識できない異次元に作品を放下して，未
来に作品の解読が任されたとも云えよう。伺よりも Kafka
の人生と作品へのアプローチは絶えず読者に多様な主題を提
供し，作者の意識を超えた反意の主題，あるいは未意識なる
主題をも加算されて，多様な読解作業を読者に強いてくると
も云えよう。しかしながら，この多様な主題が内実されてい
る作品こそが多くの読解の可能性が込められていて，またい
ずれの解釈も致命的にはならず"いずれもの偏狭な解釈を
も拒む，正しく読者自身の実存を賭けた全的作品理解の道が
聞かれているに他ならない。
2.10.ピカレスク小説>悪漢小説くあるいは反教養小説
この作品「城」を大らかな映笑と辛棟な風刺の効いたパロデ
イ(笑劇)ないしは奇妙な幻想、と克明な写実とが奇想天外
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に，また奔放雄大に展開する官険>ガルガンチュア<物語の
系譜に位置付けられょうか。他ならぬセルパンテスの「ド
ン・キホーテJ挙げられよう九作者セルパンテスと主人公
ドン・キホーテと従者サンチョ・パンサ，彼等の形姿が重な
り合って，人生の苦渋や幻滅そして挫折が語られている。万
事が裏目に，挫折が宿命，答えなき人生，大いなる悲喜劇こ
そその本分。若き Kafkaは「ドン・キホーテ」をもちろん
読んでいたことを配慮すると，その主題も比較できょう。
KafkaもGoetheの作品を愛読していた。いわゆる「ヴイル
ヘルム・マイスターJや「フアウスト」に代表される教養
(発展)小説の真髄を熟知していた害である。計らずも
「域jが放棄され，未完であっただけに，主人公Kの人生の
筋書は最終的には読者の憶測に委ねられているが，やはり救
済なき挫折の人生が予想できょう。 Kafkaを少なくとも不条
理文学の旗手と見なされているだけに， I城Jもまた反教養
小説としての主題が値しよう。ただしかし，この場合の反は
単なる Anti-ではなく，一面， Pan-(汎)であり， Halb-
(半)教養小説的であり， Kの生業はまさに成果なき Wan-
deりahreであり， Faustに比して，努めて試みる限り.万事
が徒労に過ぎず，迷いつづけるしかなしひたすら同時代の
Mannの>迷える市民<と Hesseの>荒野の狼<の延長線上
にあり，五里霧中の，限りない虚無の中で立ち尽くす孤独な
現代人が主題となっている。
2.11.限界への突進一一「城Jは事実上 Kafka最後の大
作である事から，執筆と病魔との狭間で極限に生きた 40年
の人生の総決算であり，正しく>地上的なるものの最後の限
界への突進くが主題であり， >文学のすべては限界への突
進<引が主題に他ならない。 Kの実存は 20世紀，そして 21
世紀を超えた未来をも予見していて，神なき現代にあって未
意識をも内在する人聞の限界に満ちた，極限の諸相が叙述さ
れてある。いかなる人聞にも宿命的な定めとなる，限られた
時代と空間，閉塞した東欧の寒村に生きる K，ユダヤ人と
いう内なる辺境に生きた Kafkaとの，それぞれの限界への
懸命な生業が累乗した主題となっているとも云えよう。
3 
「海辺のカフカjで第6回フランツ・カフカ賞(2006年)
を見事受賞した村上春樹は 10月 30日，プラハの贈呈式に先
立って，記者会見で「カフカ作品にはユニバーサルな価値が
ある。僕は 15歳で最初に『城』を読んだとき，中央ヨーロ
ツパの文化が背景にあるなんてことは理解してなかったけど，
ただこの本は自分のためにある，と感じました。j7>，と答え
ている。ドストエフスキーと並んで， I城」をはじめ，
Kafkaの作品から大きな影響を受けたことを語っている。何
よりも Kafkaの作品が持つ最大の特徴の 1つであり，また
無比の魅力の 1つは時代を超えた超越性，普遍性であり，空
間を越えた地上性，宇宙性であることに他ならない。更に加
えて，民族性や固有性をも最終的に超えた人間自体の真撃で
果敢な，かつ未来を志向する実存の世界が Kafkaの作品の
中に聞かれであるからであろう。
Kafkaの最後の未完の長編小説「城jに内臓された主題は
かくして多様であり，尽くしがたく，多角的な解読の可能性
が作品「城」に充満していると云えよう。
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